
七
月
二
十
五
日
（
土
）
の
十

六
時
半
か
ら
「
勝
原
地
区
ふ
れ

あ
い
納
涼
の
集
い
」
が
勝
原
小

学
校
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
勝
原
地
区
連
合

自
治
会
（
井
貫
孝
司
会
長
）
の

主
催
で
行
わ
れ
、
多
く
の
住
民

が
参
加
し
ま
し
た
。
勝
原
小
学

校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
演
奏
に
始
ま
り
、
朝
日

中
学
校
の
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン

部
員
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
勝
原
幼
稚
園
・
勝

原
保
育
園
、
や
な
が
せ
保
育
園
・

の
ぎ
保
育
園
児
の
踊
り
、
勝
原

連
合
子
ど
も

会
の
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま

し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ

ん
も
猛
暑
が

続
く
中
で
す

が
、
元
気
に

動
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た

各
種
団
体
に

よ
る
模
擬
店

も
多
く
出
店

し
、
集
っ
た

人
た
ち
は
並

ん
で
お
目
当

て
の
物
を
買
っ

て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

勝
原
公
民
館
の
北
の
道
路
を

挟
ん
で
北
側
に
「
忠
魂
碑
」
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
前

の
道
路
を
通
行
す
る
人
も
、
歩

く
人
も
、
案
外
こ
の
碑
を
見
ず

に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
忠
魂
碑
は
、
昭
和
７
年

(1932)
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
か
ら
九
十
四
年
前
に
な
り
ま

す
。
こ
の
碑
は
、
勝
原
地
区
か

ら
出
征
し
て
、
日
清
・
日
露
・

大
東
亜
戦
争
に
従
軍
し
戦
死
さ

れ
た
英
霊
１
２
７
柱
を
祀
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
八
月
十
五
日
に
、

勝
原
地
区
連
合
自
治
会
役
員
と

姫
路
遺
族
会
勝
原
分
会
役
員
等

の
方
々
の
参
列
と
、
僧
侶
に
よ

る
読
経
に
よ
り
、
厳
か
に
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

七
月
十
七
日
（
金
）
十
九

時
か
ら
勝
原
公
民
館
で
「
防
犯

会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
各
町
で
の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
報
告
や
青
パ
ト

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
網
干
警
察
署
か
ら
の
連

絡
と
し
て
、
特
殊
詐
欺
被
害
の

頻
発
や
被
害
額
の
増
加
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
は
現

在
も
、
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年(1976)

九

月
二
日
に
、
勝
原
地
区
を
含
む

周
辺
の
広
い
範
囲
で
大
水
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
今
か
ら
ち
ょ

う
ど
五
十
年
前
の
災
害
発
生
に

な
り
ま
す
。
大
津
茂
川
の
氾
濫

に
よ
り
、
勝
原
地
区
で
も
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
寺

田
寅
彦
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
を

見
て
い
て
も
、
日
本
の
各
地
で

様
々
な
災
害
が
報
道
さ
れ
記
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

住
ん
で
い
る
姫
路
地
域
に
お
い

て
も
、
今
後
も
災
害
に
対
す
る

備
え
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
で
大
津
茂
川
に
つ
き

ま
し
て
は
、
郷
土
史
家
で
あ
っ

た
柳
澤
忠
氏
が
『
大
津
茂
川
の

流
れ
』
な
ど
の
著
書
を
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
著
書
の
中
で
、

大
津
茂
川
は
猛
暑
が
続
い
て
も

涸
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
伝

承
や
地
理
学
な
ど
の
観
点
か
ら

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
川
は
昔
の
流
れ
を
覚
え
て
い

る
」
と
言
わ
れ
、
水
害
発
生
時

に
は
旧
河
川
に
水
が
流
れ
込
む

こ
と
を
、
事
例
を
通
じ
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
が
家
を
建

て
る
際
に
は
、
以
前
の
土
地
形

態
を
調
べ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

著
書
の
中
で
繰
り
返
し
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
は
、
川
と
人

の
生
活
は
切
り
離
さ
れ
た
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今

後
も
、
川
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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勝
原
公
民
館
だ
よ
り

〇日時 １１月３日（火・
祝日）
〇場所 勝原小学校運動
場
〇主催 勝原地区連合自
治会
〇内容 住民交流の場と
しての運動会が行われま
す。各種団体による競技
種目が予定されています。
〇現在の状況
会議を開催して、内容

の具体化を図っていると
ころです。詳細が決まれ
ば、改めてお知らせして
いきます。

ふれあい運動会

表
札
は

亡
夫
の
名
の
ま
ま

青
田
風

茜
句
会

森
澤
佐
倍
子

忠
魂
碑

防
災
を
考
え
る

防
犯
会
議

納
涼
の
集
い



こども書道 9/13㊐10:00∼ 渡部素子先生

こども絵画 8/16㊐10:00∼ 村上陽子先生

～地域講座・公民館での活動～

こども日曜教室

9月の教養講座

★『移動児童センターまわ～る』

『なかよしランド』

首すわりから就学前までのお子さん

ん・と保護者が対象です。おもちゃでの

自由あそび、体操や季節のわらべ歌

あそびなどをします。

9月8日(火) 10:00～

シアター「ふうせんのうた」

『はいはいランド』

親子ふれあい遊び、季節のわらべ

うたあそびを予定しちます。

9月12日(土) 10:00～

シアター「がたんごとんがたんごとん」

★『やながせひろば』

8月25日(火) 10:00～11:15

ふれあい遊びや簡単な制作をして遊びます。

★『男の料理教室』

8月20日(木) 10:00～

講師 相曽由美子・佐治由美子先生

★『郷土の歴史講座』当日参加OK！

9月10日(木) 13:00 ～

（奇数月第２木曜）

講師 森澤江利先生

★『まちづくり』当日参加OK！

8月13日(木) 13:00～

（偶数月第２木曜）

講師 三木基弘・公民館長

教養講座「 元気で若々しさを保つ 」

９月 6日(日) 13:30~

講師：服部カオリ さん

（健康食育シニアマスター）

・元気に楽しく健康的に歳を重ねる

・お米は最強の腸活食材

教養講座「 絵本と歌 Ｌｉｖｅ 」

９月12日(土) 9:30~

講師：「えほん いろねこ」の皆様

内容 聴いて、感じて、話して、見る

募集 勝原公民館まで。月曜日休館。

参加申込は、勝原公民館まで。

こども向け公民館での活動

花壇の植物

公民館の入口付近には、幾つかの

種類の植物を植えています。これら

の植物には、講座生の方や住民の方々

から戴いたものが含まれています。

また館で購入したものもあり、これ

らの植物は、大切に育てています。

しかし今年の猛暑の中にあって、

無事に育っていくかどうか不安があ

ります。なんとか育ってほしいです。


